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農噌昨
る固年
評定の

篤農慾
が税ら
全 の 、
国 課 こ
的税と
にのし
改基に
正睡か

《
◇
気
温
は
じ
め
は
高
い
で
す

》
が
、
そ
の
後
は
低
目
の
日
が
現
わ

唖
れ
や
す
く
、
月
平
均
で
も
や
や
低

』
く
な
り
そ
う
で
す
。

》
◇
降
雨
垂
月
の
総
雨
童
は
平
年

》
並
の
見
込
み
で
す
が
、
上
旬
末
頃

》
か
ら
は
曇
り
や
雨
の
日
が
多
く
な

《
り
、
月
末
頃
に
は
所
に
よ
り
大
雨

》
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
、
一

■｡

ふ
さ
れ
ま
す
。

》
ち
土
地
や
家
屋
な
ど
を
四
月
か
ら

六
月
の
天
気
予
報

で
は
望
ん
で
い
ま
す
。

で
、
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
税
務
課

十
一
月
噸
圭
で
に
鯛
査
し
ま
す
の

が
皆
さ
ん
の
問
定
資
産
、
す
な
わ

し
た
が
っ
て
役
場
税
務
裸
の
係
口

査
産
調
査
に
協
力
を

』

『
6

－－－－ －－ 一
一

一
一 麓

③
平
野
部
の
排
水
計
圃
④
ダ
ム
工
事

小
田
川
ダ
ム
に
関
連
の
あ
る
①
各
用
水

１
１
１

の
系
統
別
の
流
騒
測
定
②
乾
田
化
の
試

日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

ほ
か
三
人
の
職
員
を
発
令
、
去
る
十
一

支
所
』
を
設
瞳
し
、
支
所
長
中
村
広
氏

付
け
で
当
町
役
場
庁
舎
内
に
『
小
田
川

設
の
促
進
を
は
か
る
た
め
、
五
月
一
日

業
調
査
事
務
所
で
は
、
小
田
川
ダ
ム
通

小
田
川
支
所
の
仕
事
の
主
な
も
の
は

青
森
県
津
軽
地
区
か
ん
が
い
排
水
率

○ ○ ○ ○ ○

昨
年
十
月
、
当
町
出
身
の
津
島
展
林
政
務
次
官
を
は
じ
め
永
田
仙
台
展
地
頭
務
局
長
ら
一
行
が
来
町
し

て
か
ら
、
地
域
農
民
長
年
の
願
い
で
あ
っ
た
『
小
田
川
ダ
ム
建
設
』
に
つ
い
て
は
急
速
に
話
が
進
み
、

国
で
は
三
十
八
年
度
に
は
顎
楽
着
手
の
前
提
と
い
わ
れ
る
〃
一
般
鯛
査
麹
〃
が
計
上
さ
れ
、
昭
和
四
十

年
度
に
は
看
工
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
明
る
い
見
通
し
が
つ
く
よ
う
に
な
り
、
農
林
省
で
は
現

場
に
職
員
を
派
遺
、
県
は
役
場
庁
舎
内
に
支
所
を
設
瞳
し
て
本
格
的
に
綱
査
を
は
じ
め
ま
し
た
。

昭
和
州
年
度
に
着
工
か

Ｂ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
・
８
８
７
１
■
Ｂ
８
ｒ
１
６
８
７
ｈ
６
８
Ｆ
ｆ
Ｌ
８
９
ｒ
１
８
口
■
ｒ
且
■
０
Ｆ
Ｌ
Ｈ
９
ｆ
ｈ
Ｌ
８
９
ｒ
Ｌ
■
Ⅱ
■
，
Ｌ
Ｂ
８
Ｐ
－
■
８
０
７
Ｌ
■
０
７
Ｌ
６
８
６
Ｊ
ｈ
Ｂ
８
ｒ
６
，
日
９
Ｆ

ｊ
■
■
■
可
４
■
Ⅱ
１
１
１
８
■
ｑ
ｊ
■
■
１
７
ｊ
■
０
１
１
５
８
１
ｊ
■
■
０
１
４
口
■
８
１
ｊ
■
０
、
Ｊ
日
日
■
１
』
且
■
■
１
１
４
０
■
刊
‐
４
日
８
１
４
０
■
■
‐
ｊ
■
■
■
１
１
日
■
■
Ｕ
１
ｈ
ｊ
Ｏ
Ｉ
１

み
な
づ
き
』
肥Ｊ

》
締
蝋
塵
謬
毒
辨
確
嘩
韻
織
蕊
逵
誌
一
事
月
１
月
日
月
月

日
１

鳴
鵲
や
謂
鍜
電
離
謂
鴎
加
鶉
銀
纈
率
》
計
日
で
；
‘

一
Ｊ

６
１
４
ま
中
中

》
鐘
》
解
鯛
雛
織
識
剛
隅
鞘
一
一
行
印
；
頚
副
識
願
鴎

年
６
日
日
６
皿
・
６
６
Ｊ

１
日
行
周
お
日
日
週
く
月
月
６

－
蕊く

６
員
施
く
６
６
害
止
問
全
強

》
』
と
誤
り
つ
●
ま
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

識
い
ま
一
つ
は
、
こ
の
月
は
一
年
の
う
ち
殿
も
暑
さ
が
き
び
恥

溌
し
く
、
日
照
り
が
続
く
た
め
に
、
深
山
の
石
海
水
ま
で
も
か
い

ぢ
ま
三
Ｌ
『
み
な
月
』
と
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
、
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽

１
１
．
１
１
１
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ

県
が
支
所
を
当
町
に
設
置

施
行
前
後
の
管
理
維
持
蜜
の
調
査
Ｉ
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
支
所
で
は
開
所

と
同
時
に
職
員
全
員
が
事
務
所
を
カ
ラ

ッ
ボ
に
し
て
現
場
調
査
に
走
り
ま
わ
る

と
い
う
忙
し
さ
。

一
方
、
鰹
林
省
の
出
先
機
関
で
あ
る

津
軽
総
合
卵
発
調
査
率
務
所
（
弘
前
市

元
寺
町
Ｉ
所
長
早
坂
善
信
）
で
は
、
雪

解
け
早
左
か
ら
喜
良
市
の
民
家
に
寄
宿

し
、
同
所
藤
田
課
長
ら
の
一
行
が
調
査

を
開
始
し
て
い
る
ほ
か
、
ダ
ム
本
体
付》

【
謡
到
螺
を
か
け
る
中
村
小
田
川

グ

ー
１
１
ｌ
Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

近
の
土
質
調
査
を
は
じ
め
て
お
り
、
明

年
度
は
実
施
設
計
に
と
り
か
か
り
昭
和

四
十
年
庇
に
は
、
工
率
雷
工
ま
で
こ
ぎ

つ
け
た
い
と
お
お
ハ
リ
キ
リ
で
す
。

三
上
町
長
の
話
Ⅱ
以
外
に
早
く
調
査

が
進
め
ら
れ
驚
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
四
十
年
度
蕃
工
は
可
能
で
し
ょ

う
。
土
地
基
盤
の
整
僻
事
業
に
つ
い
て

も
地
元
の
方
左
の
協
力
を
得
て
、
ダ
ム

完
成
前
に
は
全
地
域
が
水
田
の
区
画
整

理
、
乾
田
化
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
努
力

す
る
つ
も
り
で
す
。

中
村
小
田
川
支
所
長
の
垢
Ⅱ
十
一
日

か
ら
さ
っ
そ
く
仕
事
を
始
め
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
の
仕
調
は
地
味
で
苦
労
は

多
い
け
れ
ど
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
喪
望

を
一
日
も
早
く
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
任

務
で
す
か
ら
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

今
後
二
年
は
お
世
話
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
泡
元
の
み
な
さ
ん
に
は
い
ろ
い

ろ
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
か

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
■
■
●
■
ワ
■
■
■
■
■
■
Ｐ
Ｇ
車
■
、
■
■
■
●
■
■
■
●
■
■
●
■
岳
■
ｅ
Ｆ
ｅ
■
■
●
■
■
●
●

一
事
く
月
ｊ
ｊ
月
日
月
月
ｊ

心
１
Ｊ
一
Ｊ

月
日
日
で
ｊ
ｊ

６
１
４
ま
中
中

ｊ

日
、Ｊ日

一
一

一
一

年
６
日
日
６
皿
・
６
６
Ｊ
中

一
一

一
行
画
印
》
詞
銅
酔
酔
銅
距
調
調
》
帳
』
．
』
〆
一
一

ｍ ↑

》
要
咽
面
翻
蝿
距
御
鐸
識
唖
》
》
調
》
》
》
一

吋
主
釦
副
》
》
輻
函
跡
華
蔀
塞
塞
岬
睡
帽
帽
一
一

ｍ

、
》
》
》
》
酎
暉
》
》
》
》
》
》
》
・
率
一
一

皿凹 興

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
１

1

§

○○○○○

県
立
金
木
高
校
で
は
去
る
五
月
一
日

独
立
十
周
年
、
体
育
館
落
成
、
県
立
移

管
を
記
念
し
て
盛
大
に
式
典
を
行
な
い

ま
し
た
。

当
日
は
、
県
知
事
（
代
理
）
を
は
じ

め
三
上
町
長
、
花
田
県
議
、
田
沢
代
議

１
１
‐
Ｉ
Ｉ
Ｊ
一

Ｊ日

一
一

０１

町I■

ぱ十瀧甑･苫稚
熱【

写
真
Ⅱ
ダ
ム
と
関
連
す
る
藤
枝
翻
池
な
調
査
を
し
ま
す
が
、
こ
の
鯛
査
に

を
鯛
査
す
る
屡
林
省
、
県
の
係
官
】
要
す
る
費
用
を
予
算
に
計
上
す
る
場

・
・
…
・
…
…
…
…
。
。
．
…
・
…
・
亀
．
…
・
…
：
合
三
般
調
査
費
』
と
い
う
科
目
で

一
》
録
呼
》
》
一
一
》
》
恥
》
峰
》
い

【
注
】
三
股
調
査
費
』
Ｉ
ダ
ム
や

道
路
な
ど
国
営
で
実
施
す
る
事
業
に

箸
手
す
る
前
に
は
、
か
な
ら
ず
綿
密

倉
ｂ
Ｅ
吾
言
ワ
ー
草
△
雪
．
、
で
．
呂
了
、
ｇ
凸
言
う
、
凸
二
》
。
、
〃
ｑ
、
。
二
言
シ
も
，
４
Ｆ
ｊ
Ｕ
・
三
・
・
罪
、
晶
弓
管
．
ｏ
４
ｊ
ｒ
ｔ
●
、
。
言
苛
ク
、
Ｊ
Ｆ
、
く
。
可
。
●
‐
、
嫁
‐
ｌ
ｏ
ｐ
Ｄ
，
〃
．

坤
衡
掛
・
睦
職
隣
溌
魂
禽

金
高
の
十
周
年
記
念

Ｐ
Ｔ
Ａ

同
窓
会

＃
‐
＃ピ

ア
ノ
、
体
育
施
設
な
ど
寄
贈

士
な
ど
来
鐸
多
薮
丸
参
列
し
、
式
典
は

午
前
十
時
新
築
な
っ
た
体
育
館
で
は
じ

め
ら
れ
、
校
長
挨
拶
に
続
い
て
功
労
者

表
彫
、
来
賓
祝
辞
な
ど
が
あ
り
、
十
一

時
半
式
を
と
じ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
た
だ
ち
に
参
列
者
全
員

参
加
の
も
と
に
祝
賀
会
を
開
き
、
午
後

三
時
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
散

言
苛
§
Ｊ
ｙ
、
ぐ
４
ｒ
ｏ
９
１
ｊ
１
ノ
、
８
Ｆ
‐
Ｊ
勺
弓
了
、
こ
あ
雪
、
く
二
言
ロ
列
唖
。
エ
宕
少
●
０
回
三
・
コ
ミ
呂
二
・
・
〃

一

園
私
た
ち
が
毎
日
な
に
げ
な
く
の
ん
で

い
る
タ
バ
コ
の
お
か
げ
で
、
昨
年
度
は

三
百
四
十
五
万
円
と
い
う
タ
バ
コ
消
喪

税
が
町
の
金
庫
に
入
り
ま
し
た
。

い
ま
、
あ
な
た
が
町
の
販
売
店
か
ら

し
ん
せ
い
－
個
を
買
う
と
、
約
六
円
二

導
勇
・
鳶
〃
・
掌
や
８
８
旧
弓
一
分
一
口
州
雄
一
亜
一
癖
一
睡
一
一
姫
妬

グ

ー
｜

↑
男
女
針
一
区
”
一
人
一
世
異
、
動
一
婚
一
離

ダ
ム
』
に
つ
い
て
の
昨
年
度
ま
で
の
場
合
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

分
は
『
特
別
綱
査
費
』
と
な
っ
て
お
し
た
が
っ
て
『
小
田
川
ダ
ム
』
の
場

り
、
こ
の
『
特
別
凋
在
蜜
』
と
い
う
合
は
、
実
現
確
実
と
み
て
も
よ
い
と

の
は
、
た
だ
単
な
る
調
在
に
終
わ
る
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

会
し
、
有
意
義
な
行
事
を
す
ま
せ
ま
し
－

た
。

な
お
同
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
会

な
ど
の
錘
助
に
よ
り
ピ
ア
ノ
（
四
十
万

円
）
や
体
育
施
設
（
四
十
万
円
）
‐
な
ど
一

を
整
え
ま
し
た
。

主
な
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
功
労
者
Ⅱ
三
和
椚
一
、
花
田
一
、
白
一

川
由
吉

▽
歴
代
校
長
お
よ
び
主
事
Ⅱ
小
山
田
七
．

次
郎
、
菊
地
万
蔵
、
中
谷
洲
男
、
中
谷
一

仁
太
郎
、
小
島
重
義
（
主
事
）

▽
管
理
者
Ｉ
津
島
英
治
、
鴫
海
文
四
郎
。

灘タ
バ
コ
は
町
の
お
店
で
‐

昨
年
は
町
税
と
し
て
約
沌
万
円

1

1徳

入
９
４

一

一
一
４
２

、
ノ
計
↑
’
８
９

在現
る

一
猫
２

日
よ
制
釧
矧

鋤
に
良
７
５

鵲
檸
一
州
一
叫

癖
岨
瀬
．
２
１

５
．
８
一

和
計
嘉
４
－

一

・
昭
推
’
’
’
１

〆
、
木
一
人
印
型

臘
酔
陸
嘱
岬

口
辨

８
８
幅
分

。
画
ノ
戸
唾
‐
惇
ｌ
信
也

丈
末
の
／

騨
亦

な
亜
ぃa

嘉瀬|喜良市

州 令 ’

1，524十
四
銭
と
い
う
お
金
が
町
の
収
入
と
な

り
ま
す
。
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鼈
離
健
搬
繩
麺
鯉
函
一
入
事
異
動

（
カ
ッ
コ
内
旧
任
）

瀦
熊
饗
懲
蕊
継
畔
溌
潔
轤
舗
華

町
の
台
所
鞍
少
し
で
も
魁
か
に
す
る
任
（
総
務
裸
長
補
佐
波
行
政
係
長
）
糊

蛎
亜
僻
餓
態
や
脈
坤
識
頚
鰄
雛
繩
諦
粥
羅
珊

か
ら
タ
バ
コ
を
買
う
習
憤
を
つ
け
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

【
写
真
Ｉ
金
高
十
周
年
記
念
式
典
会

場
】

呂
唾
ヨ
桐
咀
画
】
■
可
可
饗
垂
旬
掴
Ｕ
謬
難
″
趣
謹
■
河
口
歩
凸
訂
正
Ｂ
量
■
『
旦
夕
雲
Ｚ
言
昌
一
君
言
・
・
・
二
・
口
。
Ｐ
二
三
冒
画
二
言
Ｊ
呂
晨
二
二
言
Ｐ
・
〃
喜
一
“
ロ
』
三
二
琶
吾
宝
ク
ニ
Ｍ

ラ
ジ
オ
凝
業
学
校
用
の
テ
キ
ス
ト
が
で
き
ま
し
た
。
放
送
を

き
か
な
い
方
で
も
参
毒
に
な
り
ま
す
か
ら
、
一
部
は
是
非
お
一
辿

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
哩

守
■
合
伊
の
●
・
■
。
■
。
◆
■
■
■
■
口
。
●
巳
曲
由
●
。
‐
・
％
●
鞍
■
、
■
幸
ｐ
●
ザ
。
。
。
■
Ｐ
■
甲
ｇ
●
●
の
●
の
●
■
・
申
ｐ
・
■
ク
Ｐ
●
①
■
。
■
Ｐ
●
●
凸
守
●
。
凸
寺
・
■
今
申
ｂ
缶
。
●
必
・
●
地

ラ
ジ
オ
農
業
学
校
用
テ
キ
ス
ト
州

目
ｇ
２
ｂ
争
呂
●
ヴ
。
。
』
昌
号
・
・
・
・
。
ｐ
句
・
・
・
・
一
：
》
夕
・
ｂ
ｅ
●
Ｏ
Ｐ
Ｄ
。
◇
・
・
弓
ｃ
ｏ
Ｇ
ｂ
Ｄ
・
Ｐ
由
ｐ
・
や
ら
』
ら
も
●
●
句
営
・
・
・
▲
ひ
。
字
も
字
・
ｐ
Ｐ
字
ク
■
沖

、
価
格
一
部
二
百
二
十
円

、
金
木
地
区
暖
業
改
良
普
及
所
恥

販
売
所

金
木
町
役
場
産
業
裸
《

畠
●
●
・
昌
己
胃
『
●
・
冒
言
二
二
一
琶
言
“
今
．
．
●
鳥
三
一
冒
彦
二
一
・
爵
●
呂
二
二
言
一
・
．
二
］
．
”
ｇ
二
三
目
ぎ
・
写
・
宮
●
三
冒
呂
●
・
壽
・
曇
・
昌
一
二
言
”
●
言
●
亨
ざ
・
畠
か

参
匂

神
密
智
郎
△
厚
生
課
薪
採
用
）
高
橘

陽
（
五
月
二
十
二
日
付
け
）

Ｉ

・
・
・
…
・
…
・
・
》
○
…
田
植
添
箪

》
秋
ｒ
、
農
の
方
息
こ

一
艤
戦
裁
縦

》
金
蕊
』
と
い
現
る
よ
う

．
・
・
・
…
…
・
・
》
な
状
態
で
は
、
ま
こ
と

心
気
の
錘
で
す
。

○
…
弘
大
金
木
農
場
で
、
さ
る
十
日
こ

の
地
域
は
じ
め
て
『
空
か
ら
の
農
業
』

を
試
験
的
に
と
り
あ
げ
、
水
稲
の
砿
擶

は
成
功
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

六
十
七
稗
（
六
反
七
畝
）
の
祇
緬
に
要

し
た
時
間
が
ナ
ン
ト
一
分
一
○
秒
と
い

う
短
い
も
の
。

○
…
一
環
し
た
機
械
化
に
よ
る
水
田
作

業
は
、
一
○
稗
当
た
り
年
園
〈
～
一
○

時
間
よ
り
か
か
ら
な
い
こ
と
は
実
験
済

み
で
す
が
、
こ
れ
を
限
の
あ
た
り
に
見

て
の
鰯
き
・
・
《
『
百
鯛
一
見
に
如
か
ず
』

と
は
マ
サ
に
こ
の
こ
と
で
す
。
従
来
の

農
法
で
は
一
人
年
間
一
八
○
時
間
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
機
認
化
さ
れ
た
場

合
の
余
剰
労
力
を
他
の
仕
訳
に
向
け
て

所
得
の
増
大
を
は
か
れ
と
い
う
の
が
国

の
方
針
で
す
。

○
・
・
・
小
田
川
ダ
ム
が
一
○
○
％
実
現
す

る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
る
が
、
ダ
ム

が
で
き
た
だ
け
で
は
な
ん
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
ダ
ム
の
水
系
を
一
元
的
に
管
趣

し
、
こ
の
水
下
の
水
田
か
整
然
と
区
画

華
翻
さ
れ
て
の
機
祇
化
慶
業
こ
そ
私
た

●

ち
の
理
想
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

合一
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